
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

1,809 単位時間 657 単位時間 単位時間 1,152 単位時間 単位時間 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

200 人 193 人 人 5 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 6

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 8

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 1

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 14

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の
実務の能力を有する者を想定）の数

8

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 5

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 0

総単位数 0

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

0

うち必修授業時数 1,809

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 634

愛知日産自動車（株）、日産プリンス名古屋販売（株）、岐阜日産自動車（株）、三重日産自動車（株）、浜松日産自動車（株）、三河日産自動車（株）
日産プリンス三重販売（株）、日産車体（株）、日産自動車（株）、UDトラックス（株）、愛知ダイハツ㈱、株式会社ホンダカーズ愛知、トヨタL＆F中部（株）

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.nissan-gakuen.ac.jp/aichi/course/carbody.html

94
■進学者数 0
■その他

なし

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 1,809

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 634

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

148

（令和6年度卒業生）

45
■地元就職者数 (F) 29
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 94

64

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 48
■就職希望者数 (D)　　　　　： 48
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和６年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的 自動車整備に関する専門的技術及び理論を教育し、整備技術の進歩発展を通じて、社会に貢献できる人間性豊かな整備士を育成することを目的とする。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

国家二級ガソリン自動車整備士、国家二級ジーゼル自動車整備士、損害保険、ガス溶接、アーク溶接、フォークリフト
中退率：5.2％（令和6年度）

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

工業 工業専門課程 自動車整備科 平成20(2008)年度 - 平成28(2016)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

77%

中退率

令和7年5月1日

455-0015

052-653-4123
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人　日産学園 昭和58年2月15日 神田　昌明 栃木県河内郡上三川町上郷南西原2012
329-0604

0285-56-3585

専門学校日産愛知自動車大
学校

平成5年3月23日 松川　健一 愛知県名古屋市港区港栄1丁目7番12号

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



種別

③

①

①

③

③

③

③

－

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

中務　健之 日産愛知自動車大学校　教育部　課長代理
令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（２年）

坂口　正憲 日産愛知自動車大学校　教育部　課長代理
令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（２年）

上谷　晃一 日産愛知自動車大学校　教育部　統括
令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（２年）

松川　健一 日産愛知自動車大学校　校長
令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（２年）

鈴木　貴久 日産愛知自動車大学校　教育部　部長代理
令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（２年）

武内　健二 日産愛知自動車大学校　教育部、学務部　課長
令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（２年）

西　和幸 愛知県自動車整備振興会　教育部　次長
令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（２年）

名　前 所　　　属 任期

新名　尚隆
日産自動車株式会社
グローバル アフターセールス エンジニアリング部

令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編成を
行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

卒業生の就職先である自動車整備業界の要請に応じ、実践的かつ専門的な職業教育を組織的に実践するために、また日々進化する
自動車技術に対応するために、企業等と定期的な会合を持ち、要請内容を把握し、具体的な授業科目や授業内容の編成に落とし込む
ことを基本方針とする。また企業等に協力をいただき、卒業生に対する定期的なアンケートを実施し、教育の成果を把握し、授業編成
に反映する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

本委員会は、日産愛知自動車大学校内に設置し、教育課程編成委員会で編成した教育課程を基本に、カリキュラムを策定する。
カリキュラムの策定については、教育課程編成委員会の意見を、学内で審議したのち、教育部長の許可を経て決定する。
委員会は、次の各号に掲げる観点から教育課程の編成に係る提案を行う。
（１）就職先の業界における人材の専門性に関する動向
（２）国又は地域の産業振興の方向性
（３）新産業の成長に伴い新たに必要となる実務に関する知識、技術、技能
（４）その他、教育課程の編成に関する事項

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

村井　寿伸 愛知県自動車車体整備協同組合　専務理事
令和７年４月１日～
令和９年３月３１日（２年）

令和7年5月1日現在

小出　学 日産東海テクノ株式会社　工場長
令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（２年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（7月、2月）

（開催日時（実績））
第１回　令和6年7月5日　13：30～16：00
第２回　令和7年2月28日　13：30～16：00

山口　純丙 日産プリンス名古屋販売株式会社　課長代理
令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（２年）

内山　晃 愛知日産自動車株式会社　課長
令和７年４月１日～
令和９年３月３１日（２年）

寺沢　広高 日産サービスセンタ株式会社　課長
令和７年４月１日～
令和９年３月３１日（２年）



車両１D

科　目　概　要

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

企業代表の委員より➀整備士資格の新制度について振興会としては令和8年後期から講習開催だが、国家試験の範囲が広くなること
が予想されます。練習問題などはどのように準備されていますか。また、教育授業時間は今まで通りでしょうか。②板金作業した内容に
関して、日本自動車車体整備協同組合連合会の車体整備記録簿を参考に使っていただきたい。現在、板金塗装作業においても、ガラ
ス交換やバンパ交換などで記録簿を書くことが必要となっています。カーボディマスター科の学生にその書き方も少し教えておいてほし
い。③整備科2年間で入学した学生が、入学後に一級等へ編入する制度はありますか。④留学生の日本語能力向上について学内で日
本語を使う事が一番と考える。留学生の人数も多いため、日本語学校の先生にお任せする事も検討に値すると考えます。
・ジーゼルとガソリンが統合され、2輪が組み込まれたことによって比率は読めないが、過去問題を参考に次年度に作成する予定です。
また、製図が復活したため、かなり昔の問題を組み込むことになります。教育時間については、削除された項目もあり、法定時間内に
組み込見ました。追加された2輪は実習で教える予定です。
・入学後の「転科」という制度がある。上級の魅力を訴求して学内での転科も促進しています。
・学内で新任教員を中心にプロジェクトを立ち上げ、放課後等を利用し、できる限りの日本語能力の向上に努めています。
　また２０２６年度には、３年課程の国際科を立ち上げ、そのカリキュラムについては、再度、外部講師による日本語教育を導入していく
予定です。

日産自動車株式会社

エンジン２A 日産自動車株式会社

車両２B 日産自動車株式会社

日産自動車株式会社

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
　実務で求められる知識や新技術などの企業等からの要望を踏まえて、より実務的なことも、実習・演習等にとりいれて、就職後に活か
せるように企業等と連携していくことを基本方針とする

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

車両２A 日産自動車株式会社

シャシ２C

企業連携の方法

５．その他※具体的な
連携方法を科目概要
欄に記述すること。

５．その他※具体的な
連携方法を科目概要
欄に記述すること。

５．その他※具体的な
連携方法を科目概要
欄に記述すること。

５．その他※具体的な
連携方法を科目概要
欄に記述すること。

５．その他※具体的な
連携方法を科目概要
欄に記述すること。

1.制動倍力装置の構造、作動を理解する。
2.エア・ブレーキの構造、作動を理解する。
3.整備結果説明を理解する。

1.パワーウインドウの概要・回路を理解す
る。
2.ドアロックの概要・回路を理解する。
3.ドアミラーの概要・回路を理解する。
4.車両から指定された部品の取り外し、組み
付け調整が行える。

1.実習授業で車両の取り扱い方法と注意点
を学び、実際のお客さまの車両を取り扱うこ
とへつなげる目的で行う。
2.重量物脱着を行う場合の作業方法、その
ときの注意点を学ぶために行う。
3.共同作業の大切さを学ぶために行う。
4.繊細な作業、大胆な作業の判断を付ける
ために行う。

1.ガソリンエンジンの電子制御（噴射、スロッ
トル、点火等）を理解する。
2.コンサルト（ダイアグノーシス）で自己診
断、アクティブテスト等ができる。
3.コンサルトを使用して故障探求ができる。

1.実習授業で車両を取り扱う方法と注意点を
学び、実際のお客さまの車両を取り扱うこと
へつなげる目的で行う。
2.法定１年点検が販社で定められた基準時
間内でできることを目的で行う。
3.ディスク・ブレーキ・パッドの交換が出来る
ことを目的で行う。
4.お客さま応対（電話応対）
5.計器装置の構成部品、作動を理解する。

科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

　日産サービス資格に関して「日産自動車株式会社」と協定書を取りかわし、その協定書に従い、定めた技術能力要件を実習授業で
　身につける。学習成果の評価としては、学科及び実技試験を行い評価する。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

対象： 教員

交換後の自動車用タイヤに空気を充填する際の安全作業について

2025年9月2日～9月3日 対象： 教員

不具合エンジンのデータ解析から故障診断について

ピープルマネジメント研修 連携企業等： 株式会社ライフシフト

2025年9月12日 対象： 教員・職員

故障診断の基本となる点検/診断方法、お客さまへの問診方法を学ぶ

エンジン基礎 連携企業等： 日産自動車株式会社

2025年7月22日～7月23日 対象： 教員

ECCSの概要から故障診断について

エンジン応用 連携企業等： 日産自動車株式会社

対象： 教員・職員

チームビルディング、リーダー育成について

日産3級整備士必須講座 連携企業等： 日産自動車株式会社

2025年10月20日～2025年10月24日 対象： 教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

JAMCA教職員夏季研修会 連携企業等： 全国自動車大学校・整備専門学校協会

2024年7月30日～2024年8月2日 対象： 教員

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

先進運転支援システムの概要・制御を学習し、故障診断力を向上させる

日産3級整備士必須講座 連携企業等： 日産自動車株式会社

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

「日産・自動車大学校　教員研修規定」及び「日産学園教職員教育体系」に基づき、計画的に教員研修を実施する。
教員の自己啓発、自己研鑽にとどまらず、企業と連携した専門分野における実務や指導力の習得・向上に繋がる研修を学校として継
続的に支援・実施することを基本方針とする。

中級電装 連携企業等： 日産自動車株式会社

2024年7月2日～2024年7月4日 対象： 教員

2024年12月16日～2024年12月20日 対象： 教員

故障診断の基本となる点検/診断方法、お客さまへの問診方法を学ぶ

タイヤ空気充填作業特別教育 連携企業等： 日産自動車株式会社

2024年10月29日

②指導力の修得・向上のための研修等

コーチング・コミュニケーション技法について

TMS研修 連携企業等： 東京海上日動メディカルサービス

2025年1月8日 対象： 教員

ポジティブフィードバックを構成する結果承認・行為承認・存在承認・可能性承認について学ぶ

ピープルマネジメント研修 連携企業等： 株式会社ライフシフト

2024年9月23日

②指導力の修得・向上のための研修等

チームビルディング、リーダー育成について

ジョブマネジメント研修 連携企業等： 株式会社ライフシフト

2025年9月26日 対象： 教員・職員

チームジョブのプロセス確立について

TMS研修 連携企業等： 東京海上日動メディカルサービス

2025年12月1日 対象： 教員・職員

ポジティブフィードバックを構成する結果承認・行為承認・存在承認・可能性承認について学ぶ



種別

自治体代表

企業代表

団体代表

卒業生代表

（３）学校関係者評価結果の活用状況
・留学生の日本語レベルについて、質問がありました。日本語検定N3レベルの学生が多いですが、日本語検定を全員が取得している
わけではありません。入学試験の段階ではコミュニケーション力を重視していますが、個人差はあります。学校では、勉強会を実施をす
るなどして、卒業時に国家2級自動車整備士を合格できるよう手厚く支援しています。
・お客様対応は、授業で取り入れていますか？技術力だけでなく、お客様対応力をさらにレベルアップしてほしいとの要望をいただきま
した。学校では顧客対応に関する座学やロールプレイを授業に取り入れていますが、従来のものを継続しており、新たな取り組みはで
きておりません。
・クリーンパートナ活動などの社会貢献活動を継続してくださいとの要望をいただきました。今後も、区役所様とも連携をして、社会貢献
活動を継続していきたいと思います。
・学生はDr.Kプロジェクトを通じて、一般のお客様と直接コミュニケーションを取り、感謝される経験も得られました。そして、整備士として
のやりがいを強く感じることができました。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 基準９　法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 基準１０ 社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 基準１１　国際交流

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 基準１　教育理念・目的・育成人材像等
（２）学校運営 基準２　学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価を
行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
企業等と定期的な会合を持ち、学校関係者評価、要請内容を把握し、具体的な授業科目や授業内容の編成に落とし込むことを基本方
針とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

久田　浩一 名古屋市港区役所　区政部長
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

野本　正之 東海日産自動車株式会社　エリア長
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

（６）教育環境 基準６  教育環境
（７）学生の受入れ募集 基準７  学生の募集と受入れ
（８）財務 基準８　財務

（３）教育活動 基準３　教育活動
（４）学修成果 基準４  学修成果
（５）学生支援 基準５  学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等
（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.nissan-gakuen.ac.jp/aichi/infomation.html
公表時期： 2025年7月31日

愛知県自動車整備振興会　教育部長
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

内山　晃 愛知日産自動車株式会社　サービス部　課長
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

田中　明一



５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情報
を提供していること。」関係

（２）各学科等の教育 選考方法、定員数、教育課程、成績評価基準、取得資格、進路状況など
（３）教職員 教職員数、組織
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育、企業との実習、就職支援の取組み状況など

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
広く学校関係者に対して、教育活動等の情報提供により、説明責任を果たすと同時に、広く当校の特色をアピールする機会とする。ま
た、教育活動の課題も示すことで、関係業界等からの理解や支援を得られることを期待する。提供する情報は、「情報提供等への取り
組みに関するガイドライン」（文科省）に準じて行う。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校概要、沿革、特色、校則及び教育方針、教育基本理念、教育目標など

（８）学校の財務 貸借対照表、資金収支計算書、事業活動収支計算書
（９）学校評価 自己点検・自己評価、学校関係者評価
（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事、課外活動への取り組み状況など
（６）学生の生活支援 学生支援への取り組み状況
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金の取扱い、就学支援の内容

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.nissan-gakuen.ac.jp/aichi/infomation.html
公表時期： 2025年7月31日

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
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1 ○
オリエンテー
ション

１年間の授業、行事などの概要を理解し、
目標と時期を整理するために実施する。
目指す目標の目的を理解し、達成するため
にはどのような過程でどのような努力が必
要かを考える。

1
前

19 ○ ○ ○

2 ○
基礎自動車工
学

自動車の基本的な構造、構成部品を理解す
る。

1
前

18 ○ ○ ○

3 ○
エンジン構造
１Ｆ

４ストローク１サイクルガソリンエンジン
の構造、作動を理解する。

1
前

50 ○ ○ ○

4 ○
シャシ構造１
Ｆ

1.動力伝達装置の構成する各機構の構造、
作動を理解する。（クラッチ、マニュアル
トランスミッション）
2.タイヤ、ホイールの構造、作動を理解す
る。

1
前

50 ○ ○ ○

5 ○
電装品構造１
Ｆ

1.自動車に使用されている電装品を理解す
るために、電気の基本を理解する。
2.バッテリの構造、機能、整備を理解す
る。

1
前

50 ○ ○ ○

6 ○ エンジン１Ａ

1.エンジンの基本的な構造を学ぶために行
う。
2.エンジンの分解、組み付け方法と、基本
注意事項を学ぶために行う。
3.エンジン分解後の各部の測定方法、調整
方法、良否判定を学ぶために行う。
4.自動車に使用されている電装品を理解す
るために、電気の基本を理解する。

1
前

45 ○ ○ ○

7 ○ エンジン１Ｂ

1.エンジンの基本的な構造の復習と共にＤ
ＯＨＣを学ぶために行う。
2.エンジンの分解、組み付け方法と、基本
注意事項を学ぶために行う。
3.ノギス、マイクロメータ、ダイヤルゲー
ジ、シリンダゲージ等を使った測定を学ぶ
ために行う。
4.エンジン分解後の各部の測定方法、調整
方法、良否判定を学ぶために行う。
5.半導体を理解する。

1
前

45 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（工業専門課程 自動車整備科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



8 ○ シャシ１Ａ

1.工作機械の操作及び危険を理解する。
2.ボルトの特徴を理解する。
3.工作作業を通して、物の大切さを理解す
る。
4.自動車に使用されている電装品を理解す
るために、電気の基本を理解する。

1
前

45 ○ ○ ○

9 ○ シャシ１Ｂ

１.計測機器を使用し、クラッチの分解、組
み立て、点検調整ができ作動が理解でき
る。
2.クラッチのトラブルシューティングがで
きる。
3.マニュアルトランスミッションの分解組
み立てを理解し、機能と構造を理解する。
4.マニュアルトランスミッションの動力伝
達と変速比の計算ができる。
5.プロペラシャフトの構造、機能、構成部
品の理解。

1
前

45 ○ ○ ○

10 ○ 車両１Ａ

1.実習授業で車両を取り扱う方法と注意点
を学び、実際のお客さまの車両を取り扱う
ことへつなげる目的で行う。
2.ジャッキアップで作業する場合の作業方
法、そのときの注意点を学ぶために行う。
3.タイヤ脱着の基本手順を学び、作業姿
勢、工具選択の重要性を理解するために行
う。
4.自動車に使用されている電装品を理解す
るために、電気の基本を理解する。
5.リレー、複合スイッチの点検方法を学
ぶ。

1
前

45 ○ ○ ○

11 ○ 車両１Ｂ

1.実習授業で車両を取り扱う方法と注意点
を学び、実際のお客さまの車両を取り扱う
ことへつなげる。
2.リフトアップで作業する場合の作業方
法、そのときの注意点を学ぶために行う。
3.ベルト、T/M,サスペンション脱着の基本
手順を学び、作業姿勢、工具選択の重要性
を理解するために行う。
4.配線図の読み方を学ぶ。

1
前

45 ○ ○ ○

12 ○
エンジン構造
１Ｓ

1.４ストローク１サイクルエンジンの構
造、作動を理解する。
2.エンジンの電子制御装置の構造、作動を
理解する。

1
後

50 ○ ○ ○

13 ○
シャシ構造１
Ｓ

ブレーキ装置を構成する各機構の構造、作
動を理解する。

1
後

50 ○ ○ ○

14 ○
電装品構造１
Ｓ

1.電気の基礎的な原理法則を理解する。
2.始動装置の構造、作動を理解する。
3.点火装置の構造、作動を理解する。

1
後

34 ○ ○ ○

15 ○
自動車法規１
Ｓ

1.自動車の道路運送車両の保安基準に関わ
る項目を理解する。
2.国家２級試験法令問題を理解する。

1
後

21 ○ ○ ○



16 ○ エンジン１Ｃ

1.ジーゼルエンジンの基本的な構造を学ぶ
ために行う。
2.ガソリンエンジンとジーゼルエンジンの
構造の違いについて学ぶ。
3.ジーゼルエンジンの分解、組み付け方法
と、基本注意事項を学ぶために行う。
4.ジーゼルエンジン分解後の各部の測定方
法、調整方法、良否判定を学ぶために行
う。
5.点火装置の構成部品、構造を理解する。
6.スパークプラグの構造、種類を理解す
る。

1
後

53 ○ ○ ○

17 ○ エンジン１Ｄ

1.電子制御の基本的な仕組みを学ぶために
行う。
2.テスタを使用して、各種センサの基本的
な点検ができる。
3.コンサルト３の取り扱いの基礎を学ぶ。
4.オルタネーターの 構成部品、構造、作
動を学ぶ。
5.オルタネーターの分解、組み付けができ
る。

1
後

50 ○ ○ ○

18 ○ シャシ１Ｃ

1.FF車の構造、特徴を理解する。
2.トランスファの機能と構造を覚える。
3.ラックアンドピニオンの機能と構造を覚
える。
4.バーフィールドジョイントの機能と構造
を覚える。
5.始動装置の構造、作動を理解する。
6.スターターモータの分解、組みつけがで
きるようになる。
7.スターターモータの点検方法を学ぶ。

1
後

53 ○ ○ ○

19 ○ シャシ１Ｄ

1.ディファレンシャルの機能と構造を覚え
る。
2.LSD（差動制限型ディファレンシャル）の
機能と構造を覚える。
3.ファイナルギヤのバックラッシュ測定。
ファイナルギヤの歯当り測定。
4.センターディファレンシャルの機能を覚
える。
5.ワイパーの構成部品、構造を理解する。
6.ワイパーボードを利用し簡単な故障探究
を学ぶ。

1
後

50 ○ ○ ○

20 ○ 車両１Ｃ

1.ドラムブレーキの分解、組み付け調整が
できる。シューの残量 ホイールシリン
ダー分解、組み付け含む。
2.ディスクブレーキの分解、組み付け調整
ができる。パット残量 キャリパーオー
バーホール含む。
3.ディスクローター、ハブベアリングの測
定又は、異常判定が出来る。
4.ブレークフルードの交換ができる。
5.制動倍力装置の簡易点検ができる。
6.バッテリーの比重の測定方法が出来るよ
うになる。

1
後

53 ○ ○ ○ ○



21 ○ 車両１Ｄ

1.実習授業で車両を取り扱う方法と注意点
を学び、実際のお客さまの車両を取り扱う
ことへつなげる目的で行う。
2.法定１年点検が販社で定められた基準時
間内で出来ることを目的で行う。
3.ディスク・ブレーキ・パッドの交換が出
来ることを目的で行う。
4.お客さま応対（電話応対）
5.計器装置の構成部品、作動を理解する。

1
後

50 ○ ○ ○ ○

22 ○
エンジン整備
２Ｆ

ジーゼルエンジンの燃料装置の構造、作動
を理解する。

2
前

50 ○ ○ ○

23 ○
シャシ整備２
Ｆ

1.動力伝達装置のオートマティックトラン
スミッションの構造、作動を理解する。
2.動力伝達装置の整備、故障原因探求を理
解する。
3.アクスル及びサスペンション装置のボ
デーの振動及び揺動を理解する。
4.ステアリング装置の構造、作動を理解す
る。
5.ホイールアライメントの構造、機能を理
解する。

2
前

50 ○ ○ ○

24 ○
電装品整備２
Ｆ

1.バッテリの機能を理解する。
2.自動車に使用されている電装品を理解す
るために、電気の基本（半導体）を理解す
る。
3.エアコンディショナの構造、作動、整備
を理解する。

2
前

50 ○ ○ ○

25 ○ エンジン２Ａ

1.ガソリンエンジンの電子制御（噴射、ス
ロットル、点火等）を理解する。
2.コンサルト（ダイアグノーシス）で自己
診断、アクティブテスト等ができる。
3.コンサルトを使用して故障探求ができ
る。

2
前

45 ○ ○ ○ ○

26 ○ エンジン２Ｂ

1.エアコンサイクルを学ぶ。
2.エアコンガス回収、真空引き、チャージ
方法を学ぶ。
3.オートエアコン自己診断を学ぶ。
4.ブロアーモータ回路を学ぶ。
5.ベルト、ライト、ワイパーなど部品脱着
を学ぶ。

2
前

45 ○ ○ ○ ○

27 ○ シャシ２Ａ

1.トルクコンバータの構造、作動、性能を
理解させる。
2.プラネタリギヤの構造、作動、計算を理
解させる。
3.ギヤユニットの構造、作動、点検を理解
させる。
4.油圧制御の概要、変速制御の仕組みを理
解させる。

2
前

45 ○ ○ ○

28 ○ シャシ２Ｂ

1.サスペンションの構造、機能を理解す
る。
2.フロントサスペンション（ストラット
型）の分解組み付けができる。
3.リヤサスペンション（トーションビーム
型）の分解組付けができる。

2
前

45 ○ ○ ○ ○



29 ○ 車両２Ａ

1.実習授業で車両の取り扱い方法と注意点
を学び、実際のお客さまの車両を取り扱う
ことへつなげる目的で行う。
2.重量物脱着を行う場合の作業方法、その
ときの注意点を学ぶために行う。
3.共同作業の大切さを学ぶために行う。
4.繊細な作業、大胆な作業の判断を付ける
ために行う。

2
前

45 ○ ○ ○ ○

30 ○ 車両２Ｂ

1.パワーウインドウの概要・回路を理解す
る。
2.ドアロックの概要・回路を理解する。
3.ドアミラーの概要・回路を理解する。
4.車両から指定された部品の取り外し、組
み付け調整が行える。

2
前

45 ○ ○ ○ ○

31 ○ 日産資格試験 日産整備士資格3級の学科試験を受験する
2
後

2 ○ ○ ○ ○

32 ○
エンジン整備
２Ｓ

1.ジーゼルエンジンのコモンレール式燃料
噴射装置の構造、作動を理解する。
2.ジーゼルエンジンの電気装置について理
解する。

2
後

21 ○ ○ ○

33 ○
シャシ整備２
Ｓ

1.動力伝達装置のインタアクスルディファ
レンシャルの構造、作動を理解する。
2.アクスル及びサスペンション装置の構
造、作動を理解する。
3.ホイール及びタイヤの機能、整備を理解
する。
4.ブレーキ装置の構造、作動を理解する。
5.電気装置（安全装置及び付属装置）の構
造、作動を理解する。

2
後

21 ○ ○ ○

34 ○
自動車検査２
Ｓ

1.自動車の道路運送車両法に関わる項目を
理解する。
2.国家２級試験法令問題を理解する。

2
後

21 ○ ○ ○

35 ○
自動車整備応
用２Ｓ

国家試験模擬問題の実施及びその解説によ
り、国家二級試験に出題される自動車整備
知識の誓いを深める。

2
後

## ○ ○ ○

36 ○ エンジン２Ｃ

1.ＥＶ、ＨＥＶの基礎知識を習得させる。
2.低圧電気について理解させる。
3.ＥＶ安全作業を理解させる。
4.応急手当を習得させる。

2
後

53 ○ ○ ○ ○

37 ○ エンジン２Ｄ

1.日産3級実技試験を実施する
2.エンジン分野では、故障探求を更に進め
る
3.エアコン冷凍サイクルの不具合現象の確
認と故障探求をする
4.エンジンの主要なセンサとアクチュエー
タの脱着をする
5.コモンレール式高圧燃料噴射装置を実車
確認する

2
後

50 ○ ○ ○ ○



38 ○ シャシ２Ｃ

1.制動倍力装置の構造、作動を理解する。
2.エア・ブレーキの構造、作動を理解す
る。
3.整備結果説明を理解する。

2
後

53 ○ ○ ○ ○

39 ○ シャシ２Ｄ

1.実習授業で車両の取り扱い方法と注意点
を学び、実際のお客さまの車両を取り扱う
ことへつなげる目的で行う。
2.ボディーコートについて学ぶ
3.ガラス撥水について学ぶ
4.シャシ分野総合復習
5.ブレーキフルード＆エンジンオイル交換

2
後

50 ○ ○ ○ ○

40 ○ 車両２Ｃ

1.実習授業で車両の取り扱い方法と注意点
を学び、実際のお客さまの車両を取り扱う
ことへつなげる目的で行う。
2.法定2年点検を理解し実施できる。
3.正しく記録簿が記入できる。
4.検査ラインが使用できるようにする。

2
後

53 ○ ○ ○ ○

41 ○ 車両２Ｄ

1.実習授業で車両の取り扱い方法と注意点
を学び、実際のお客さまの車両を取り扱う
ことへつなげる目的で行う。
2.共同作業の大切さを学ぶために行う。
3.繊細な作業、大胆な作業の判断を付ける
ために行う。
4.点検作業に付帯する、定期点検部品の交
換作業ができる。
5.サーキットテスタを用いて正確に測定が
できるようになる。

2
後

50 ○ ○ ○ ○

41

期
週

合計 科目 1809.6 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
25

卒業要件： 全ての教科において既定出席率を満たし、未履修がなければ卒業を認
履修方法： 学科は各期に二度、実習は各テーマ終了後に試験を実施し、70点以上

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）


